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実 施 日　７月１８日（金）
場　　所　加東市役所（１階ロビー）

受付時間　１０：００～１１：３０

　　　　　１２：３０～１５：３０

※献血カードなど、本人確認のできるものをお持ちください。
※会場では、骨髄バンクドナーの登録会も実施されます。

献血のお知らせ献血のお知らせ

相談窓口相談窓口

○知的障害者相談は、毎月第３火曜日（７月は１５日）にも社福祉センターで実施します。（１０：００～１１：３０）
○母子相談および家庭児童相談は、福祉事務所（庁舎１階）で行います。

相 談 内 容 相 談 日 時 　 間 場 　 　 所 予 約 問い合わせ

９：００～１７：００

８：３０～１７：１５

①１３：３０～②１５：３０～

①１４：３０～②１５：３０～

１３：００～１６：００

１３：００～１７：００

８：３０～１７：１５

【午前】 
１０：００～１１：３０
【午後】
１３：３０～１５：００

１３：３０～１６：３０

１３：００～１６：００

１３：３０～１４：２０

１３：１５～

生活課（庁舎１階）

障害者生活支援センター（庁舎１階）

庁舎２階会議室
対象：小学校１年生～１８歳

地域包括支援センター（庁舎１階）

やしろショッピングパーク
Ｂｉｏ２階

就労支援室（社福祉センター）

地域振興課（庁舎３階）

はぴねす滝野

社福祉センター

東条ボランティアセンター

社福祉センター

加東健康福祉事務所

不要

要

不要

要（有料）

要

不要

要

４３－０５０２

４３－０４０９

４３－０４３１

４２－７１４０

４３－０１６５

４３－０５３１

４８－０８００

４２－２００６

４６－０９１１

０７８－３５１－１２３３

４２－６５３４

０７９０－４３－１２１７

４２－９４３６

４２－５１１１

消 費 生 活 相 談

障 害 者 支 援 相 談

子どもの発達
何 で も 相 談

認 知 症 ケ ア 相 談

く ら し の 相 談

就 労 支 援 相 談

【午前】心配ごと相談､人権相談､
行政相談、母子相談､家庭児童
相談､身体障害者相談  等

【午後】心配ごと相談､知的障害者
相談､こころの病気・障害相談  等

弁 護 士 法律相談

司法書士 法律相談

税 理 士 税務相談

エイズ･肝炎検査･相談

こころのケア相談

思春期・ひきこもり相談

毎週火･木曜日　
消費生活相談員による
相談は火・木曜日 

毎週月～金曜日　

７月２４日（木）

７月１６日（水）

毎月第２･４火曜日　

毎週月･火･金･土曜日

毎週月～金曜日　

７月１１日（金）

７月１８日（金）

７月２５日（金）

毎週火曜日

毎週土曜日

７月３日（木）・１７日（木）

７月３日（木）・１７日（木）

７月２４日（木）

７月１０日（木）

発達検査

心理相談

母子健康手帳交付 毎週火曜日（８：３０～１７：１５）、市民安全部健康課（保健センター）で行います。
※印鑑をご持参ください。［保健センター］

4 か 月 児 健 診 平成２６年３月生まれの乳児
７月２４日（木）　受付1３：１５～１４：１５［保健センター］

1歳6か月児健診 平成２４年１２月生まれの幼児
７月３日（木）　受付1３：３０～１４：００［保健センター］

3 歳 児 健 診 平成２３年５月生まれの幼児
７月１６日（水）　受付1３：３０～１４：００［保健センター］

離乳食もぐもぐ教室 生後４～６か月児　参加費１００円（要予約）
７月８日（火）　受付９：３０～１０：００［保健センター］

乳幼児発達相談 乳幼児とその保護者（要予約）
７月２３日（水）　受付1３：００～１５：３０［保健センター］

育児何でもダイアル相談 どなたでも

○予約の必要な事業は、５日前までにご予約ください。　　○保健センターは庁舎２階です

毎週月～金曜日　８：３０～１７：１５　４３－０４３２

10 か月児相談 平成２５年９月生まれの乳児
７月２４日（木）　受付９：００～９：４０［保健センター］

2歳児育児教室 平成２４年７月生まれの幼児
７月３日（木）　受付９：００～９：３０［保健センター］

子育て何でも相談 乳幼児とその保護者  ７月１７日（木）
受付９：００～１１：００・1３：３０～１５：００［保健センター］

ナーサリールーム 乳幼児とその保護者（要予約）
７月１４日（月）、２８日（月）　１０：００～１１：３０［保健センター］

ヘルスアップ教室 受講者　７月１６日（水）、２３日（水）、
　　　　３０日（水）　１０：００～１１：００［庁舎２階２０１会議室］

こころの健康ホットダイアル どなたでも
毎週月～金曜日　８：３０～１７：１５　４２－２８００

今月の保健センター事業今月の保健センター事業 問い合わせ　市民安全部健康課（保健センター）　　43－0432

問い合わせ　市民安全部健康課（庁舎２偕）　　４２－２８００

～家庭での食中毒を予防しましょう～
　夏場は食中毒が発生しやすい時期です。
食中毒は、その原因となる細菌やウイルスが食べ物に付着し、体内へ進入することに
よって発生します。
　食中毒を予防するために、「食中毒予防の３原則」に注意して、家庭での衛生習慣
を身につけましょう。

●キッチンの衛生チェックをする。
●石鹸で手を洗う。

※調理前後、生魚・生肉・卵などを
扱う前後、調理途中でトイレに行
った後、食卓につく前等

●傷のある手で調理するときは、
　ゴム手袋を着用する。 
●包丁やまな板は肉・
　魚用と野菜用などに
　分けておく。   

●冷蔵庫のドアの開閉はできるだけ時間
を短く、回数を少なくする。 

●冷蔵・冷凍庫の詰めすぎに注意する。 
●自然解凍はさける。
　※冷蔵庫内かレンジを使って解凍する。
●一度解凍したものは再冷凍しない。
●要冷蔵・要冷凍の食品を買った場合は、

帰ったらすぐ冷蔵・冷
　凍庫に入れる。 
●料理中の物や残り物は
　室温で放置せず、すぐ
　冷蔵庫へ入れる。 

●食品内部まで十分に加熱する。
　（中心温度75℃１分以上） 
●残り物を温めるときは混ぜながら
　十分加熱
●調理器具は、漂白剤
　や熱湯などで定期的
　に消毒する。 

原因菌を増やさない（迅速・冷却）原因菌をつけない（清潔） 原因菌を消滅させる（加熱）原因菌を増やさない（迅速・冷却）原因菌をつけない（清潔） 原因菌を消滅させる（加熱）

広
告

15 14

健康健康がいちばん！がいちばん！がいちばん！健康

食中毒予防の3原則食中毒予防の3原則


